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（冒頭）

今今今今のののの子供子供子供子供たちやこれからたちやこれからたちやこれからたちやこれから誕生誕生誕生誕生するするするする子供子供子供子供たちがたちがたちがたちが、、、、

成人成人成人成人してしてしてして社会社会社会社会でででで活躍活躍活躍活躍するするするする頃頃頃頃にはにはにはには、、、、我我我我がががが国国国国はははは、、、、厳厳厳厳しししし

いいいい挑戦挑戦挑戦挑戦のののの時代時代時代時代をををを迎迎迎迎えているとえているとえているとえていると予想予想予想予想されますされますされますされます。。。。生産

年齢人口の減少、グローバル化の進展や絶え間な

い技術革新等により、社会構造や雇用環境は大き

く変化し、子供たちが就くことになる職業の在り

方についても、現在とは様変わりすることになる

だろうと指摘されています。・・・



「文部科学省 論点整理」で検索















ⅰ） 習得・活用・探究の見通しの中で、教科等の特質に

応じて育まれる見方・考え方を働かせて思考・判断・表

現し、学習内容の深い理解や資質・能力の育成、学習

への動機付け等につなげる「深い学び」「深い学び」「深い学び」「深い学び」が実現できてい

るか。

ⅱ） 子供同士の協働、教員や地域の人との対話、先哲の

考え方を手掛かりに考えること等を通じ、自らの考えを

広げ深める、「「「「対話的な学び」対話的な学び」対話的な学び」対話的な学び」が実現できているか。

ⅲ） 学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の

方向性と関連づけながら、見通しを持って粘り強く取組み、

自らの学習活動を振り返って次につなげる「主体的な学び」

が実現できているか。

アクティブ・ラーニングの三つの視点







〈各学校にお願いしたいこと〉

〇 児童の実態把握児童の実態把握児童の実態把握児童の実態把握

例えば、自校の結果を県平均と比較して、良かった

点は継承し、課題については具体的な改善策をもつ。

〇〇〇〇 授業改善授業改善授業改善授業改善

例えば、めあてや振り返りを計画的に取り入れたり

児童の考えをノート等に表現させる活動を位置付けた

りするなど、個々の教員が課題意識をもつ。

〇〇〇〇 校内研修の充実校内研修の充実校内研修の充実校内研修の充実

例えば、本日配布したＤＶＤの動画を活用して研修

をもつなど、学校全体で取組を進める。
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〈各学校にお願いしたいこと〉

〇〇〇〇 広域での高め合い広域での高め合い広域での高め合い広域での高め合い

例えば、中学校区の先生方で域内の課題等を共有

し、効果的な実践などについて意見を交流する。

〇〇〇〇 家庭・地域への発信家庭・地域への発信家庭・地域への発信家庭・地域への発信

例えば、児童質問紙調査から見られる傾向等につい

て発信し、家庭・地域それぞれの役割を確認し合う。

（「家庭学習の手引き」の活用）
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